
東日本大震災や近年頻発化する豪雨災害等において、障害のある方や高齢者等の多くの方
が被害に遭われていることから、令和３年５月に災害対策基本法が改正され、個別避難計画
の作成が市町村の努力義務とされました。
五城目町では、災害に強い地域づくりのために、地域の方々や福祉専門職等の皆様と連携

しながら、個別避難計画の作成に取り組んでいきます。

災害に備えるために

個別避難計画を作成しましょう

個別避難計画について

個別避難計画とは、災害が発生し、又は発生するおそれがあるときに、一人での避難が困
難な方(避難行動要支援者)が迅速に避難するために、一人ひとりに合った「避難場所」「避
難経路」「必要な支援」「避難支援等実施者」などの情報を記載した行動計画です 。
なお、避難を支援する方による災害時の避難支援を必ずしも保証するものではありません。

避難行動要支援者について

生活基盤が自宅にある方で、次の基準に該当する方が個別避難計画作成の対象となります。
①要介護認定者のうち要介護３～５の方
②身体障害者手帳1・2級（総合等級）の第１種に該当する身体障害のある方
（心臓、じん臓 機能障害のみで該当する方は除く）
③療育手帳Ａに該当する知的障害のある方
④精神障害者保健福祉手帳1・2級に該当する精神障害のある方で単身世帯の方
⑤地域が災害発生時に支援が必要と認めた方

個別避難計画の活用イメージ

五城目町健康福祉課（避難行動要支援者支援担当）
TEL：018-852-5107 FAX：018-852-5107 
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